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-:.校 正 .脚 把 I

Hassel噂の屯子原把Frkよる (～-,p-,γ-.4-,及

E-BHC の分子病迫の研究のせ恢･(Ilastians.en,0･,

Ellefsezl,Q{m sse1,0,;●Resear-ch,2,218(19脚)

及tFActaChen-.Scaふd.,3,918(1949)〕並びr=rこ
BHCの■1-forや.の.X線解析に関する文献 〔Hassel,

0･,Wang'Lund,E･;Rese.arch,2,588(1949)〕を

1950年3月8EIに.̂手した｡これ草による:tl-HasseI

牢の飴束は奇々が決めたa-,8-及 専一BHCの構迫.t'

一致する｡ この亡とは本文pTLあるとれpである｡ 又

EIBHCの構造は.Hetlandが双粒子熊牢が0である

ことから欧k.革めてゐること〔Hetland,･E･;Acti

Ch占m･Scyid･･12･678(198)〕･･も知?7t_o何.Vlote_n･
てanGIW･,氏からの2月r2川 付O,私信に3:.ると氏等

も 8-BHCに就いて.X緑解析から草々と同一拍界に
連したと云う..(4月14日)- ･･A

･I.1

sttLdiesontheInsecticidalAction_ofJapaneseThもts-:JpariI･ ●screeningTestsfor
h畠ecticidalPla.Tlis/I'kazut8kaYAMAGU由T,TakeshiSuzUKI,Man'abuSASA,SuzukichiIIDA

(TokyoHygienicLaboratory,Departmentof･WelfarP_8ndInstituteforこEpidemicsResearch,
TokyQUniversity)ReceivedMarch2,1950.Botyu-KagahulS.39,1950(WithEnglishResumepl46)

7･ 高等植櫛の殺虫性に関する研丸 (第一報)予読取故捜索吟つりて LI
;山口-乳 鈴木任,佐々学,住田鈴苫 (国立衛生試政所及び東京大喪停重病研究所)25･3･2受理

鋒 ･･曹

-削 崎 を持つ純物の研究については昔や､ら内外にわ

たって数多くの文献があるが,多くは投出性ありとさ

れてい●る偶々の机物につ†､ての殺虫成分の氾求,矧 主

文駄文は民間細流による殺虫性杭物を郁々のHt=虫に対

して拭致して投出性の程蛇耳は牡棒を氾放した文献で

ある｡純物の殺虫性を予拭除的に拭く野外の帖物から

求めた報告は轡 に之を若干散見する程度で本邦壷植

物にかゝる報皆あるをきかない｡･本邦産植物と外国産＼
杭物ではたとえ科や屈までは喪泡でも種に放ては異な

るも●のも多いので,こ にゝ私超は交駄文は民間博漁に

とらわれず全く白紙の立切から本邦の野外砧物を採gSL こ｢
L,シヲP//'ヨウ､′くェ幼虫を用いて光づ統取な殺虫拭

段を行い若干のデータをかさねたのでこ にゝ細JrlJ.I+ろ｡
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'枚 体 tl儀一
1948年3月より1949年11月に至る問,関東地方全i
般とその周辺の地 (伊豆,小諸,軽井沢等)40数ヶ所のノ
山野から,173科6･58属にわたり軽率子337,品種数43
'の枝物を採集した｡-この植物拝羊歯植物門 (Pterido･

phyta)と磁子植物門 (Sper甲tOPhF a)に属する植
物に配り,野生及び栽培をとわず atrandomに採集

した｡組物の名俸友び分矧こついては本田正次編日本

紙物石史に準接した｡採集した縫4如土生草のま 直ゝち

に現･塗 ･菜･花 ･果実･種子等の部分を別 に々或は

そのいくつカを{掛こして6gをとL)乳鉢にて30cc

の水と北にすりつぶし!植物の砕片と共にこその 1ccを

とって検体とした｡従つモ泳中に溶出してくる成如 ;

pR描或は接触市として作用する以外に水に不溶の成分

も暁和として或は時に接触詩として作用することになー
ろ｡なは夏は採集後捻体調製までl叉調製後殺虫試陵iiZ5
まで拓(朋と.して氷室或は冷就庫に保存した｡ 二

殺 虫 拭 騎

供純良叫として'JtシヨサSFlヨウ,it (D,osoL･hiEa

f･ydeiSTURTEVANT)3齢幼虫を用いた｡このショウ

ジ古サバェは内容約500tcの D型コルペソに屈鈴乳

T{フ◆トy,乳糖,袈犬,酵母等でつく'つた培地にて2･-lQ

脚 岬内にて代々飼育を繰り返しをも?である｡直筏
約2.5cm高さ約5cmの管掛こ前記枚体Iccを加え

ショウジ'ヨゲバェ3齢幼虫10四を入れ淀紋を立てゝ

コルク栓をする｡揺組土幼虫が溺死しないために用い

4cm に 1cm 攣 形の泊紙を一端が放液に浸る如
立てや｡この管瓶を25o脚 港内に放怒し,'24時間後

及びi8細 後にピソもッlトにて虫体を桧しそゐ甲 E
なしらべるや 死亡幼虫数の供託全幼虫数に対する

pcrccnt,geを以て殺虫率と定めるこその際幼虫が柄

化した切合には堀の殺虫剤に対する抵抗は著しく強い

ため.宍姶圏外に去ったものと認めこれを除外して残

余の幼山より殺虫撃を定やた｡この場合は執虫が殺虫

坪ある物即 ､ら逃避するたや温海の状態より早く蛸化

･ ∴･幕 ′

する羊とも当然考えられるが,その零丘的親如 ;容易

rでないため⊥蜘無視した｡なほか 1ccを入れた上記

の管瓶中にでは幼虫10四it250粥即納 たで＼完全に

43時間生存する｡なIは実漁のつど上記､Control■をお

いてその生存を確率､めた.

実坊成按及び菅桑 L

供託縫物は】73科658属lJ337種及び43品敵 その

ーうち48時間後?成称こつIt7:みるに,'殺虫率0%以

上49%のもの1147種37品種,50%以上74%のもの

/83瞳2品軽,75%以上99%このもの37転,100,0.'の

_もの70種4品種の放果を得た｡-殺虫*.75養以上の佑

助を第--表に矧ヂる｡同+組物にて実軌=.よって成拭

?著しく異るのは-エ幼虫の.W体鼻,採集馳及び採範

､時期による柾物成分或は成分含畳め相違の地に,採集

1t払険体湘 或は軸 試験までの時間及施 皮等の怖件

が異ることによ~る殺虫性成分の分解等の垣由によるこ

七も観 られるので一膝得られたデータはナべて収録

したム但い 0田の供託幼虫申,輔化幼虫が5四を越え-
'るものはそのデ-タを捨てた三本実級に放てはあ25校

物に殺虫性が認められなかったという事実も同様に誼

琴なデL-タであると思う45であるが余りに尤大に葬る

のでとの機会には軸受する｡

.､次に第二義に10以上の植物を試放した科にbいて,

卒び殺虫率75%以上の植物を2如 由した印こ?い
/-て供試植物数と殺虫性との概観を表示するノ｡殺虫性を

持つ放物の多い科に Rd'nunculaciQe(ウマ)アシガタ

科)AZIz'aiefZe(ネギ科)が注目され,役虫性の少い科

)こPblygonac'eae(tf科)Poaceae(1ネ剛 等轡 は.ヽ
ってゐる｡叉成雷に記載されたことがなくこの試晩で

背しい殺虫性を示す槌物では 叫 uiBuergやa"a
MIQUF.L(イヌザタラ),Vt'ilL∴α0ccaLINNEUS(ク

_サ 7ヂ)iETyLhT'onl-zLm3'aL･om'czLmDECAISNE(カタ

:gL))等が特に注目される｡なはこの予試験的方由こ

◆･て殺虫性ありと誼やら才咋 植物?殺虫作用,.有効成分

についてl画 こ研究準 あてゐるちとを附言する｡

表t

pot,pod.･aieae ウ;ポシ科 '/ -/聖 -.･名 ′警聯 基

AthyriumpterorachisCHRIST 妄 ホ メ シ ダ LS(+)

DriopterisBlissctianaC･CHRISTENSENvaitenerifronsH ITO ヒ メイ '9チシダノ 畠 ((≡).)

DriopteriscrythrosoraO･KUNTZETarcaudataNAKAl

I GymnocarpiumDriopterisNEWMAN

LcpisorusJ ISSuriensisCHrNG ,

● NotogrammeJaponicaPRESL

PolystICum refroso-paleaceumTAGAWA
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C触l坤Odiaceae アカザ科 ■
ノ .′
Kochia塩(toreaMAKINO

Mqimbr!'anthenlaCeQe ツルナ科

Tetra如 aJexpansaMuRRAY ,

･CL7g'dPhyltaceae ナデシコ科 ･ ゝ ,

I･Arenarialserf'hyllifoliaLTNNAEUSvar.leptoPlados i

HAUSSKNECHT ,l /

- Lyclmis有raCillimaMAKTNOI

Ram.LTICutQCeLie ウマ′アシガタ科 i
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∫
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Mem'sJ'ermaE;ae ッtyラフヂ科
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■■

BraTsl'calele アブラナ科 ~ ∫

BrassicacemuaFoRBESetHEMSLt:Y

Lepidhmvirginfcum LINNAEUS

ヽ

i拭 RaphanusaCanthiformisM･MoRELform.raphanistroidcs
､ HARA

ISaxl./,agaCeLZe ユキノシタ科

Chrysosplenium flagellifeTum FR.ScHMLDT

Chrysosplenium yesoeLISCFRANCHETetSAVATIER

Spl'YCeaEeOe シモツケ科 ー

SpiraeaE)lPPOnicaMAXIMOWICZ

'MotaceL7e ナ シ 科

-EriobotryaJa.POnicaLINDLEY

Rosaceae バ 3 -一科ヽ t1-

Rut!usjaponictlSMAXIMOWIC2;-

An25'gdataEeae サ ク ラ科 ､

Pr血u,SBpergerlanahMIQUEL
ヽ

PruTLpSIGr,ayanqMAXIMOWI甲1
I PrunhsJaponicaTHU甲BERG

papiLio甲Cerai マ ーメ- 科 一 .
-Apio等FortunもiMA女IMOWICZ 1

Canavaliali丘eataA.P.DECANDOLLE

●一 .ヽ･

LotuscomiculatusLrNNAEUSvar.JaponicusREGEL

V-icid.CraccaLINNAEUS

一Vidu'aponicaA二GRAY
Geranl'qceae フウT7サウ科 ~
Geranium.criostemonFISCHERvよf.OnoeiNAKAI

Rqtaceae･ぐ ソルウダ科

･IBocninghauseniajaponicaJNAKAI

､ L'JL'.メ
OrixaJaponicaTHUNBERO

skimmiaJaponicaTHUNJ3ERGvar･rugosaYATAtlE I

Eu♪hoybJ'aceae タカ トウダイ科

GAnrhoeusadc甲dllorusHAtミA

/

-IGalirhoeuspekineLisis､＼HA由

ヽ ー

●

GalarhoeusSieboldianusHARA
-

1 ･ ､､ -

42--

ゝ/.I

＼

I

L.(.++ )T-
タ テ 一二 ′グ サ ･ A (-) I

LSく｢),･
i

カ .ラ シー ､ ナ LSFR (++)

セ ィ.ヤウ 〆J,;イナt/ナ
′∫

/

- マ ダ イ コy

qH■.hH一)ー)))I)I+ll+fLll..+ー′ltー(ーー′.ヽLS臥LS町LFRLSR
ツルネ三 ′.メ-サ ウ tl一SR (+)

-ヱ ル).･ネコ′:}す､ウ ･LSR ▲(+)
ヽ.l･ I

ィ ､- チ-I-t-ツ ケ ､詣 ((I).)
/~

ヒ･ ､ バL Es･･''2'+'＼

ーlゴ エ フ イ ･チ.ゴ _LSR(+)

･ イ 亘 ク ラ 肇 iI+.i

サ-べ.{ザクラー LLsSF(普
こ ノ二二 ゥ メ LF(十十)

I ■1′

ホ ド イ モ LS草 (+)

- - ナ タ - メ Eesi:)',)

･ ミ ･ヤ コ グ -サ ぶ R!(-.).)
ク サ ブ ′ ジ ーL (+1･)

ヒp-′ クサ､フヂ' LS(++)

;- .I ～_ ,. こ.

g'ン ナ イ フ や p･ _LSく十十)

マツカーゼサウ

コ-9サ
_
ギ

サチgyシミヤアシキべ

r]㌧

一一 ノ ウ■ ル

-.hrタ カ ト ウ

ナ ッ ト サ ギ.メ

＼

ノヽ

ー･十ヽノ.･リ･;: I..1 ': I:; tJH:,i,･(1 1.m23 I .持jj ',S

LRL一

'i
.ヽ..∫

)トー)))))+/

JJ土+JIJ+.+′lヽ′ヽ((((t′ヽ(sF<㌘㌘諾,[

ヽ

＼



抄 出 科 学 ホ 15炊

BluXOiEae ツ ゲ 科

;･･BtlxusJaPOnI'caMuELT･ER･ARG･ .. ･./
AEeriEEOe･カ- ヂ科

AcercarpinifoliumSfEDOLDctZUcĉTuNT

Vt'OtoEeOelス_i.レ科 ･

VidlaM叱imowicziaTlaMAKINO･

ViblaIphalacrocarpoidesIMAKINO
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荘 1･椀物の校名の同定は拾叫氏が行った｡

îE21爽中沢は晶項を示し'又縫物部分のLは弘 一Sは乳 Fは花･Scは収実恥 種子･Rは取 ＼
Ea;表Ej;男∵

碓 3･投虫率は(-)Io⊥49%,.(士)50｢74%,(+)73-99%,I(十十)100%を示すふ一･･但し小･
･放以下は日焼五入した｡ ●第一二 義

■●

?0､寺｡1㍍-01.川--り-て13㌢㌢-0/-･P烏 .･･tC-.1.-,

､ヽ

′■ヽ

■,.,･:

ノヽ＼
+30101Ole]1201011100101り]OI14,000103011401000

(＼/

r/

】rH一

托3PJIOOO6310201110000.J.Trけり｡0202100･14531T7｣0.ll

/

)･11ZL//
ト66川1CT･m33川17142612淵lq脚9L.し･;把.3川部24UHl粘101A3湖山086440815'15313all

97ヽl】

妙,,/･ノJ

紬諾叩S霊諾-｡荒業票捕霊諾粥&.=iqv霊川川;11芸芸誓昔｡-

'ヽJ

秩

＼､】

45

･
■
■

科
料
科
料

科
料
科
料
科
料
科
料
科
料
科
料

科

料
科
料

科科料莞科料科料科科料欄満州………… 料調 料町科料科科料竃科科料シJJf.サコ誓:付言.イ鍔ビ㍗: hウ霊ウ

‥

ガ

㌧
.

㌔

了

〆

デ

シ

シ

テ

シ

シ
ラ

1了

㌫

㌍

レ

ギ

ナ
サ
･

.

リ

ヶ

′

ク

∴

㌍

へ

･･･
コ
.

ク
｡
ソ

I.:I
::
;.:州
...
.:

...
'
･

:.:
TM･
･:
:
i

.l
l.I
:I.L
.

:.
.:rj
..:
.(,
,I:
;;

..,
+.二
'

ヤ
ク●

●

モ'クセ

ケ7チーク

ヲドlJコ

ナス

3'マノ',､

アカネ

スーヒ
ガヅ

牛 車.ヤ

,+. - ク･
イ ネ

カ ヤヅ lJ
テyナノ シ
シ J.Tl サ

ウウササ
ギリゲイン

カレ

ネ

=1.

キ ミ

.T'I

＼フ

Poly

pod
iateae
Salic

acea
e
Detutaceae-FagaceaeUrticACeaePolygona
ceaT
C
Caryop
hylhceae
Ranunc
ul

aceae
IBraSSic8Ceae､､Saxifrag
aceBe

-
Mal

afe
ac
.

I
Ros

aceaeーAm
ygd
alaceae
Pai)ilio
naceAe
IRutaceae
メ

Euphor
biaccae

.
Celastra
ceae

ンーAceracea
e

-Violace
8eII

Arallace
ae
Apiacea
c

RhodoraceacPrimulaceac
'

OJeaceaeApocynaceae
.
La九iaceae
二

.
SdIa

nqccie･Rhi
nant
h
aceae
Rubiacc-a
e

Caprifo
li
aceae
C8m

Pa
nulaceae
ASteraCeaC二
.
Poaceae
Cypcraceae
､Ar8
ccAChdcl
ant
haccac
Alli

ace
ae.

1-illiacea
e

Convau
ariaceac
T'rilliaCe
aC

Olkhida
ceae

洗 1･殺虫琴は (-)0-J9%,(土)50-74,･･'･(+)7'Ii-993i･(十十)10∂%rk示す｡
誹 2.48時間後に何れかの部分に於で一皮 でも所要の殺虫卒を得た 組物は之を 牧鎖した｡
誰3･･晶機も位A:上 上の中に含 め た ｡
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- 】･･-羊歯枝物門 (Pteridophyta)及 び横手植物門 ′

ー(Spermatophyta)に嘩す卑植物を173科 658属にわ t

b ~たり種数1337及び品種数43を採集し,ショウ_ジヨサ

ーバェ (DrosobhilahydeiSTURTEVやT)3齢幼虫､10

四を用いて殺虫試陵を行い､その殺虫性を枚した.,1
2･ その冶果第一表に掲げるように,ある程度殺虫 ~

性ある縫物:107種及耳4品種を得た〇 ､ ､

31 払物分掛こよって之をみるに,ウマノアシガタ【･

.料 (Ral'L'nCfLZaceae),-ネギ科 (AIEiaccae)に尻する植

物の掛 儲虫性が目立ち,叉タデ科 (Polygon&'cae),

イネ科くくLToacZ_ae)-あ植物た著し(/疲虫産め水 ･こ:と
や;珪日加 Lる｡

4.~歳tBに記載されたごとがなくこの試陵で著しt､～

殺虫性を示す柾蜘こは,イ女ザクラ(丹unusBurergeri-ヽヽ

allalMIQUFL),クサフヂ(Viciac'actaLtNNAEUS)

..."ーカタク.)(E,yLhro"ibm)'apohnl'cuwLDECAISNE)等が ､
ある｡● ､

＼
一本研究は光束大学捲染病研究所長谷川秀治教授を-*-
_心とする柾物成釧こ園する鹿野な痢 研究の-琴をな.'-

ナものであってr.御指導御援助を頂いた長谷川秀治教 T'

-授及び同研究所第二研究部西川軌 ､田辺俊両氏叉放物

の校名同定をして頂き跡こ植物採姐こ御協力を得た拾

山雌三代に探謝する｡
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On'theTodcityof●･DDTpowdertitheAatLltoftheCo'mmo血EotlSefly(Muscaldbm'est,'cal
L･),WithSpecial-keferen-cetothdComparisonoE.th-i-To主i9ity EStimatd B,iologicaly'
withtheL･,L･'-DDT･ContentDeterminedby the.Dehyかqcblorinationnletho丘･即tLaieS
on.theBiological-Assayof.Insecticides･ⅠⅩ･一 _.SumioNAGASAWA_andTakeTIO!dkcTA-
KANO (Prof･TakeiLaboratory'Institu,tefo-rp･Che.micalRe.search,KyotoU.niv-ersi_ty:･Takatsuki.

ohsaka)ReceivedFeb･15,1?ioIBotyu-KagahulS,46,19301930(Wit岬 nglishResume'p旗ニ53.)I
).:J♪'_

･1 ､＼ '1', .I
～8.DDT粉剤のイエpは 成島にたいする毒性について,と(比況塩酸またよる9,9'-DDT･虎JL措
集との比較｡殺晶刑の生物群坊にかんする研究｡欝ⅠⅩ報
一 長沢純夫_･高野武之助 ー(京都大学化学研究所武居研究室)25:2.1-)受理. ■●
/

1･早 宮 - うとして･実数を計回し･施行したものである｡牧山

この研究は DDpT粉剤の有効度を性物学的に定足 剤のひとつの依田形態として近年粉剤の利ff7研兜は'

するための方法を見出す目的と, さきに高野 順 凹 / いちぢ･aしい進歩を見たが,これl=_ともなってこれら

(1949)によって轟義半られた, 股塩酸の方法による･:･の生物試験法にふんナる研究も･_また多′くの人々によ ●
3',L''-DDTーの定立結果がこれと一致するか否かをしろ つて返行されて･いる｡･̀古くは Campbell皮 Filmer1
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